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第２章 広域集客型エリアの全体像 

表 2-8 〈最注目エリア〉別にみた登場の組み合わせ（ⅰグループ） 

エリア別 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 

浅草 

「注目度下降タイプ」 

｢浅草」 「浅草・上野・両国」 

「浅草」 

「浅草・向島」 

「浅草・両国・向島・浅草橋・深川」 

「浅草・隅田川」 

アメ横

「注目度上昇タイプ」 

なし 「上野・アメ横」 

「アメ横・秋葉原」 

「上野・アメ横・秋葉原・月島・錦糸町・亀戸」 

「アメ横」 

「アメ横・上野・御徒町」 

浅草橋 

「注目度凹・下降タイプ」 

「浅草橋」 なし 「浅草・両国・向島・浅草橋・深川」 

「秋葉原・浅草橋」 

図 2-7 空間的な変化（ⅰグループ） 

ⅢⅢⅢ期期期

湯島湯島湯島湯島

本郷本郷本郷本郷 上野上野上野上野 浅草浅草浅草浅草

アアアアメ横メ横メ横メ横

向島向島向島向島

秋葉原秋葉原秋葉原秋葉原
浅草橋浅草橋浅草橋浅草橋 両国両国両国両国

蔵前蔵前蔵前蔵前

錦糸町錦糸町錦糸町錦糸町
亀戸亀戸亀戸亀戸

深川深川深川深川

門前中町門前中町門前中町門前中町

木場木場木場木場佃島佃島佃島佃島

お茶の水お茶の水お茶の水お茶の水

御徒町御徒町御徒町御徒町

神保町神保町神保町神保町

月島月島月島月島

築地築地築地築地

神田神田神田神田

ⅡⅡⅡ期期期

湯島湯島湯島湯島

本郷本郷本郷本郷 上野上野上野上野 浅草浅草浅草浅草

アアアアメ横メ横メ横メ横

向島向島向島向島

秋葉原秋葉原秋葉原秋葉原
浅草橋浅草橋浅草橋浅草橋 両国両国両国両国

蔵前蔵前蔵前蔵前

錦糸町錦糸町錦糸町錦糸町
亀戸亀戸亀戸亀戸

深川深川深川深川

門前中町門前中町門前中町門前中町

木場木場木場木場佃島佃島佃島佃島

お茶の水お茶の水お茶の水お茶の水

御徒町御徒町御徒町御徒町

神保町神保町神保町神保町

月島月島月島月島

築地築地築地築地

神田神田神田神田

ⅠⅠⅠ期期期

湯島湯島湯島湯島

本郷本郷本郷本郷 上野上野上野上野 浅草浅草浅草浅草

アアアアメ横メ横メ横メ横

向島向島向島向島

秋葉原秋葉原秋葉原秋葉原
浅草橋浅草橋浅草橋浅草橋 両国両国両国両国

蔵前蔵前蔵前蔵前

錦糸町錦糸町錦糸町錦糸町
亀戸亀戸亀戸亀戸

深川深川深川深川

門前中町門前中町門前中町門前中町

木場木場木場木場佃島佃島佃島佃島

お茶の水お茶の水お茶の水お茶の水

御徒町御徒町御徒町御徒町

神保町神保町神保町神保町

月島月島月島月島

築地築地築地築地

神田神田神田神田
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第２章 広域集客型エリアの全体像 

3） ⅲグループ（六本木・西麻布・麻布十番・溜池山王を中心に 21 エリア）

六本木は、Ⅰ期では「六本木（1988・1989・1991）」と単独で登場することが多い一方で、

麻布十番・西麻布との組み合わせで登場することもあった。しかしながらⅡ期以降、単独で

の登場はなくなり、西麻布・麻布十番と対等に扱われることが増えるなど、注目度が低くな

っていった。 

一方で、麻布十番と西麻布は、いずれも「注目度上昇タイプ」に分類されており、「麻布十

番（1989・2000）」「六本木・麻布十番（1998）」「西麻布・広尾（1997）」「西麻布（2001）」

と、その単独性を強めていく。さらに、2000 年以降「白金台・麻布十番・六本木 1 丁目・白

金高輪（2000）」「目黒・白金（2000）」「溜池山王・六本木 1丁目・麻布十番・白金高輪・白

金台・目黒・三田（2000）」と、白金との組み合わせで登場するなど、六本木色が薄まりつつ

ある。 

以上より、付属的な扱いにすぎなかった西麻布・麻布十番は次第に単独性を高め、六本木

はその注目度を低下させていったことが読み取れる。一方で、白金は単独での登場はなかっ

たものの、2000 年以降、西麻布・麻布十番を軸とする特集が増えるなど、周辺一帯を巻き込

んで新たな〈エリア群〉を形成し、同グループを空間的に変容させていったことが読み取れ

た。 
表 2-11 登場の組み合わせ（ⅲグループ） 

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 

ⅲグループ全体 「六本木」（4回） 

「四谷3丁目」 

「麻布十番」 

「広尾・高輪・白金・目黒・

五反田」 

「六本木・麻布十番」 

「六本木・西麻布」 

「六本木・西麻布・麻布十

番」 

「六本木・乃木坂・西麻布・麻

布十番」 

「広尾・西麻布」 

「西麻布・南麻布・東麻布・麻

布台・麻布十番」 

「溜池山王・永田町・赤坂・虎

の門・新橋・四谷・紀尾井町」 

「溜池山王」 

「六本木・麻布十番」 

「神楽坂・九段下」 

「麻布十番・神楽坂・荒木町・四谷3丁目」 

「恵比寿・広尾・白金・天現寺」 

「目黒・白金」 

「四谷・麴町・荒木町」 

「麻布十番」 

「白金台・麻布十番・六本木1丁目・白金高輪」 

「溜池山王・六本木1丁目・麻布十番・白金高

輪・白金台・目黒・三田」 

「西麻布」 

記載なし（図2-9） 「渋谷・新宿・銀座・六本

木・池袋（・横浜）」 

なし なし 

ⅢⅢⅢ期期期

八重洲八重洲八重洲八重洲

人形町人形町人形町人形町

日本橋日本橋日本橋日本橋

大手町大手町大手町大手町

丸の内丸の内丸の内丸の内

有楽町有楽町有楽町有楽町

日比谷日比谷日比谷日比谷

内幸町内幸町内幸町内幸町

銀座銀座銀座銀座

新橋新橋新橋新橋

東銀座東銀座東銀座東銀座

築地築地築地築地

新富町新富町新富町新富町

茅場町茅場町茅場町茅場町

兜町兜町兜町兜町

京橋京橋京橋京橋

ⅡⅡⅡ期期期

八重洲八重洲八重洲八重洲

人形町人形町人形町人形町

日本橋日本橋日本橋日本橋

大手町大手町大手町大手町

丸の内丸の内丸の内丸の内

有楽町有楽町有楽町有楽町

日比谷日比谷日比谷日比谷

内幸町内幸町内幸町内幸町

銀座銀座銀座銀座

新橋新橋新橋新橋

東銀座東銀座東銀座東銀座

築地築地築地築地

新富町新富町新富町新富町

茅場町茅場町茅場町茅場町

兜町兜町兜町兜町

京橋京橋京橋京橋

ⅠⅠⅠ期期期

八重洲八重洲八重洲八重洲

人形町人形町人形町人形町

日本橋日本橋日本橋日本橋

大手町大手町大手町大手町

丸の内丸の内丸の内丸の内

有楽町有楽町有楽町有楽町

日比谷日比谷日比谷日比谷

内幸町内幸町内幸町内幸町

銀座銀座銀座銀座

新橋新橋新橋新橋

東銀座東銀座東銀座東銀座

築地築地築地築地

新富町新富町新富町新富町

茅場町茅場町茅場町茅場町

兜町兜町兜町兜町

京橋京橋京橋京橋

図 2-8 空間的な変化（ⅱグループ） 
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第２章 広域集客型エリアの全体像 

4） ⅳグループ（渋谷・代官山・青山・恵比寿・原宿・赤坂を中心に 10 エリア）

渋谷は、3 期を通じてさまざまな〈広域集客型エリア〉との組み合わせで登場しているこ

とが特徴的である。なかでもⅡ期以降、「渋谷・原宿（1997・1999・2000）」の組み合わせで

の登場（0→1→2）が増えていた。 

原宿は、「青山・原宿」（4→1→2）の組み合わせが徐々に減っていくなか、「渋谷・原宿」

（0→1→2）での登場は増えている。また、Ⅲ期には単独で登場したほか、「原宿・表参道」な

表 2-12 〈最注目エリア〉別にみた登場の組み合わせ（ⅲグループ） 

エリア別 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 

六本木 

「注目度下降タイプ」 

「六本木」（4回） 

「六本木・麻布十番」 

「六本木・西麻布」 

「六本木・西麻布・麻布十番」 

「六本木・乃木坂・西麻布・麻布

十番」 

「六本木・麻布十番」 

「白金台・麻布十番・六本木1丁

目・白金高輪」 

「溜池山王・六本木1丁目・麻布

十番・白金高輪・白金台・目黒・

三田」 

麻布十番 

「注目度上昇タイプ」 

「麻布十番」 

「六本木・麻布十番」 

「六本木・西麻布・麻布十番」 

「六本木・乃木坂・西麻布・麻布

十番」 

「西麻布・南麻布・東麻布・麻布

台・麻布十番」 

「六本木・麻布十番」 

「麻布十番・神楽坂・荒木町・四

谷3丁目」 

「麻布十番」 

「白金台・麻布十番・六本木1丁

目・白金高輪」 

「溜池山王・六本木1丁目・麻布

十番・白金高輪・白金台・目黒・

三田」 

西麻布 

「注目度上昇タイプ」 

「六本木・西麻布」 

「六本木・西麻布・麻布十番」 

「六本木・乃木坂・西麻布・麻布

十番」 

「広尾・西麻布」 

「西麻布・南麻布・東麻布・麻布台・

麻布十番」 

「西麻布」 

四谷（3丁目） 

「注目度下降タイプ」 

「四谷3丁目」 「溜池山王・永田町・赤坂・虎の門・

新橋・四谷・紀尾井町」 

「麻布十番・神楽坂・荒木町・四

谷3丁目」 

「四谷・麴町・荒木町」 

溜池山王 

「後発タイプ」 

なし 「溜池山王・永田町・赤坂・虎の

門・新橋・四谷・紀尾井町」 

「溜池山王・六本木1丁目・麻布

十番・白金高輪・白金台・目黒・

三田」 

ⅢⅢⅢ期期期

四谷四谷四谷

荒木町荒木町荒木町

麹町麹町麹町

神楽坂神楽坂神楽坂

九段下九段下九段下

溜池山王溜池山王溜池山王
六本木六本木六本木

麻布十番麻布十番麻布十番西麻布西麻布西麻布

乃木坂乃木坂乃木坂

恵比寿恵比寿恵比寿
広尾広尾広尾

天現寺天現寺天現寺

白金白金白金

白金高輪白金高輪白金高輪

三田三田三田

目黒目黒目黒 高輪高輪高輪

五反田五反田五反田

ⅡⅡⅡ期期期

四谷四谷四谷

荒木町荒木町荒木町

麹町麹町麹町

神楽坂神楽坂神楽坂

九段下九段下九段下

溜池山王溜池山王溜池山王
六本木六本木六本木

麻布十番麻布十番麻布十番西麻布西麻布西麻布

乃木坂乃木坂乃木坂

恵比寿恵比寿恵比寿
広尾広尾広尾

天現寺天現寺天現寺

白金白金白金

白金高輪白金高輪白金高輪

三田三田三田

目黒目黒目黒 高輪高輪高輪

五反田五反田五反田

ⅠⅠⅠ期期期

四谷四谷四谷

荒木町荒木町荒木町

麹町麹町麹町

神楽坂神楽坂神楽坂

九段下九段下九段下

溜池山王溜池山王溜池山王
六本木六本木六本木

麻布十番麻布十番麻布十番西麻布西麻布西麻布

乃木坂乃木坂乃木坂

恵比寿恵比寿恵比寿
広尾広尾広尾

天現寺天現寺天現寺

白金白金白金

白金高輪白金高輪白金高輪

三田三田三田

目黒目黒目黒 高輪高輪高輪

五反田五反田五反田

図 2-9 空間的な変化（ⅲグループ） 
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第２章 広域集客型エリアの全体像 

表 2-14 〈最注目エリア〉別にみた登場の組み合わせ（ⅳグループ） 

エリア別 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 

渋谷 

「注目度安定タイプ」 

「渋谷」（10回） 「渋谷」（7回） 

「渋谷・原宿・恵比寿・代官山」 「渋谷・青山・原宿・代官山」 

「原宿・渋谷」 

「青山・原宿・恵比寿・代官山・

自由が丘」 

「渋谷」（9回） 

「渋谷・原宿」（2回） 

代官山 

「注目度上昇タイプ」 

「代官山」 

「代官山・恵比寿」 

「代官山・恵比寿・広尾」 

「渋谷・原宿・恵比寿・代官山」 

「恵比寿・代官山」（4回） 

「渋谷・青山・原宿・代官山」 

「代官山」 

「青山・原宿・恵比寿・代官山・

自由ヶ丘」 

「恵比寿・代官山」（3回） 

「恵比寿・中目黒・代官山」 

「代官山」（2回） 

青山 

「注目度上昇タイプ」 

「青山・原宿」（4回） 

「南青山」 

「青山」（2回） 

「青山・原宿」 

「渋谷・青山・原宿・代官山」 

「青山・原宿・恵比寿・代官山・

自由ヶ丘」 

「青山」（3回） 

「青山・原宿」（2回） 

「赤坂・青山」 

「青山・表参道・外苑前・青山

1丁目」 

恵比寿 

｢注目度凸タイプ」 

「代官山・恵比寿」 

「代官山・恵比寿・広尾」 

「渋谷・原宿・恵比寿・代官山」 

「恵比寿」（3回） 

「恵比寿・代官山」（4回） 

「青山・原宿・恵比寿・代官山・

自由が丘」 

「恵比寿・代官山」（3回） 

「恵比寿・広尾・白金・天現寺」 

「恵比寿・中目黒・代官山」 

原宿 

「注目度凹・安定上昇タイプ」 

「青山・原宿」（4回） 「青山・原宿」 

「渋谷・原宿・恵比寿・代官山」 「渋谷・青山・原宿・代官山」 

「原宿・渋谷」 

「青山・原宿・恵比寿・代官山・

自由が丘」 

「青山・原宿」（2回） 

「渋谷・原宿」（2回） 

「原宿」 

「原宿・表参道」 

赤坂 

「注目度下降タイプ」 

「赤坂」（2回） 「溜池山王・永田町・赤坂・虎

の門・新橋・四谷・紀尾井町」 

「赤坂・青山」 

ⅢⅢⅢ期期期

外苑前外苑前外苑前

表参道表参道表参道 青山青山青山111丁目丁目丁目

青山青山青山

原宿原宿原宿

渋谷渋谷渋谷

赤坂赤坂赤坂

白金白金白金

天現寺天現寺天現寺
恵比寿恵比寿恵比寿

代官山代官山代官山

広尾広尾広尾

三宿三宿三宿

中目黒中目黒中目黒

自由ヶ丘自由ヶ丘自由ヶ丘

ⅡⅡⅡ期期期

外苑前外苑前外苑前

表参道表参道表参道 青山青山青山111丁目丁目丁目

青山青山青山

原宿原宿原宿

渋谷渋谷渋谷

赤坂赤坂赤坂

白金白金白金

天現寺天現寺天現寺
恵比寿恵比寿恵比寿

代官山代官山代官山

広尾広尾広尾

三宿三宿三宿

中目黒中目黒中目黒

自由ヶ丘自由ヶ丘自由ヶ丘

ⅠⅠⅠ期期期

外苑前外苑前外苑前

表参道表参道表参道 青山青山青山111丁目丁目丁目

青山青山青山

原宿原宿原宿

渋谷渋谷渋谷

赤坂赤坂赤坂

白金白金白金

天現寺天現寺天現寺
恵比寿恵比寿恵比寿

代官山代官山代官山

広尾広尾広尾

三宿三宿三宿

中目黒中目黒中目黒

自由ヶ丘自由ヶ丘自由ヶ丘

図 2-10 空間的な変化（ⅳグループ） 
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第２章 広域集客型エリアの全体像 

（1989）」、Ⅲ期では「三軒茶屋（1999）」「三軒茶屋・池尻・三宿（1999）」と、〈周辺エリア〉

との組み合わせが増えていた。 

自由ヶ丘は「注目度上昇タイプ」に分類されており、単独での登場（2→2→3）が中心では

あるものの、Ⅲ期では「自由ヶ丘・田園調布」「自由ヶ丘・緑ヶ丘・奥沢・九品仏」など〈周

辺エリア〉と関連する特集も増えていた。 

以上より、 v グループには、二子玉川を中心としたグループと、自由ヶ丘を中心としたグ

ループが存在していたといえる。また三軒茶屋は、二子玉川の付属的な扱いで取り上げられ

ることもあったが、三軒茶屋の〈周辺エリア〉とともに新たな〈エリア群〉を形成しつつあ

ることが読み取れた。 

6） まとめ

ⅰグループは、浅草・浅草橋を中心とした〈周辺エリア〉との組み合わせで登場してきた

が、浅草・浅草橋自体の注目度は低くなってきていることが読み取れる。また、1995年前後

から、アメ横を中心とした新たな〈エリア群〉が形成された。 

ⅱグループは、銀座を中心として〈周辺エリア〉と多様に組み合わされて登場してきた。

特に丸の内との関連を年々強めてきた一方で、日本橋・人形町はグループのなかでの独自性

をより強めていたこともうかがえる。 

ⅲグループは、六本木の付属的な扱いにすぎなかった西麻布・麻布十番が次第に単独性を

高め、六本木は注目度を弱めていったと読み取れる。その一方で、2000年以降、白金を軸と

する特集が増え、周辺一帯を巻き込んだ新たな〈エリア群〉を形成していった。 

ⅳグループは、大枠としては「青山・原宿」から「渋谷・原宿」の〈エリア群〉に変容し

ていったといえる。なかでも、青山は原宿から離れ、単独であるいは他の〈広域集客型エリ

ア〉と関連づけられることが増えていった一方で、恵比寿・代官山は、代官山の注目度の高

まりに伴って恵比寿が吸収されていったと推察される。同グループは、渋谷・青山・原宿・

代官山・恵比寿など登場回数・登場タイプとともに上位の〈広域集客型エリア〉が、組み合

わせを変えながらさまざまな〈エリア群〉を形成し、複雑に変化してきたといえる。 

ⅴグループは、二子玉川を中心としたグループと、自由ヶ丘を中心としたグループに分か

れる。なかでも三軒茶屋は、〈周辺エリア〉とともに新たな〈エリア群〉を形成しつつあった。 

図 2-11 空間的な変化（ⅴグループ） 
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第２章 広域集客型エリアの全体像 

2－4． 〈最注目エリア〉の商業的特性 

本節では、メディアからみた広域集客力を有する商業エリアを対象として、以下の 2 点に

ついて明らかにする。なお、本節の分析は、〈最注目エリア〉（28 エリア）注 2-4）を対象とする。 

⚫ 一般統計指標からみた〈最注目エリア〉の商業特性は、どのように変遷してきたのか。 

⚫ 商業特性と注目度（メディアでの取り上げられ方など）には、どのような関連があった

のか。

（1） 〈最注目エリア〉の統計指標からみた特徴

一般統計指標からみた商業エリアの特徴を、「商業規模」「広域性」「商業特性」などの観点

から分析を行う。主な統計量としては、入手できる統計資料のうち、「総店舗数（＝商業規模）」

「買回り型店舗率注 2-7）（＝広域性）」「業種構成比（=商業特性）」の 3 つを用いた。なお、統計

資料には「商業統計調査町丁目別集計表」（1999 年）、「事業所統計町丁目別集計表」（1999

年）を用い、各〈最注目エリア〉の範囲内にある町丁目の、店舗数（小売店･飲食店）を産業

小分類別に把握した注 2-8）（表 2-32）。 

① 分析対象範囲の特定

まず 28 エリアそれぞれについて、「都市情報誌」に掲載された店舗をプロットし、その店

舗の含まれる町丁目を確定する。それを各〈最注目エリア〉の範囲とし、商業的特性分析の

対象範囲とする。 

図 2-18 分析対象範囲の特定方法 

例：渋谷例：渋谷 ✓✓宇田川町宇田川町
✓✓桜丘町桜丘町
✓✓渋谷渋谷11丁目丁目
✓✓渋谷渋谷22丁目丁目
✓✓渋谷渋谷33丁目丁目
✓✓渋谷渋谷44丁目丁目
✓✓松濤松濤11丁目丁目
✓✓松濤松濤22丁目丁目
✓✓神宮前神宮前55丁目丁目
✓✓神宮前神宮前66丁目丁目
✓✓神泉町神泉町
✓✓神南神南11丁目丁目
✓✓道玄坂道玄坂11丁目丁目
✓✓道玄坂道玄坂22丁目丁目
✓✓南平台町南平台町
✓✓東東11丁目丁目
✓✓円山町円山町
✓✓神山町神山町

都市情報都市情報誌に掲誌に掲載された載された店舗が店舗が立地する立地する場所を場所をマッピンマッピンググ

→→店舗が店舗が立地す立地する町丁目る町丁目を各エを各エリアのエリアのエリア範リア範囲と囲とするする
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② 総店舗数からみた〈最注目エリア〉の商業規模

商業規模が大きかった（総店舗数が 1,500 軒を超える〈最注目エリア〉）のは、新宿･銀座･

渋谷･池袋･浅草･吉祥寺（6 エリア）であり（表 2-32）、特に新宿･銀座･渋谷（type1）は商業

規模でも圧倒的だった。また、注目度のタイプと商業規模には相関がみられた（図 2-19）ほ

か、注目度の類型 type2および type4 は、同程度の注目度であった他タイプ（それぞれ type2

≒type3、type4≒type5）に比べ、商業規模としては小さいことがわかった。つまり、これら

は商業規模のわりに注目度が高いということになる。 

表 2-32 総店舗数および買回り型店舗率 

# エリア 総店舗数 
買回り型 

店舗率 
# エリア 総店舗数 

買回り型 

店舗率 

1 銀座 2,817(2) 78.8%(2) 15 浅草 1,638(5) 67.4%(13) 

2 渋谷 2,718(3) 75.7%(5) 16 西麻布 343(25) 62.5%(19) 

3 新宿 3,363(1) 67.4%(12) 17 丸の内 712(16) 65.6%(15) 

4 代官山 650(18) 76.8%(4) 18 アメ横 992(9) 71.6%(8) 

5 青山 1,129(7) 78.5%(3) 19 三軒茶屋 644(19) 50.1%(24) 

6 恵比寿 747(14) 62.9%(18) 20 お台場 73(28) 66.0%(14) 

7 原宿 1,077(8) 85.9%(1) 21 赤坂 944(11) 64.2%(16) 

8 吉祥寺 1,505(6) 68.6%(10) 22 日本橋 654(17) 44.1%(27) 

9 下北沢 835(13) 68.7%(9) 23 浅草橋 534(21) 49.2%(25) 

10 池袋 2,237(4) 67.5%(11) 24 四谷 360(24) 47.5%(26) 

11 自由ヶ丘 956(10) 72.0%(7) 25 目白 183(27) 61.2%(20) 

12 六本木 734(15) 72.5%(6) 26 人形町 604(20) 44.0%(28) 

13 麻布十番 268(26) 60.0%(21) 27 溜池山王 418(22) 54.5%(23) 

14 二子玉川 412(23) 63.4%(17) 28 立川 917(12) 59.6%(22) 

※：括弧内は順位を示す。 

図 2-19 注目度のタイプと商業規模の関連 
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表 2-36 対象とした町丁目（「渋谷周辺エリア」） 

宇田川町 神宮前 3 

恵比寿 1 神宮前 4 

恵比寿 4 神宮前 5 

恵比寿西 1 神宮前 6 

恵比寿西 2 神泉町 

恵比寿南 2 神南 1 

恵比寿南 3 代官山町 

上目黒 1 道玄坂 1 

神山町 道玄坂 2 

北青山 2 中目黒 1 

北青山 3 南平台町 

桜丘町 鉢山町 

猿楽町 東 1 

渋谷 1 広尾 1 

渋谷 2 円山町 

渋谷 3 三田 1 

渋谷 4 南青山 2 

松濤 1 南青山 3 

松濤 2 南青山 4 

神宮前 1 南青山 5 

東 3 

（4） 注目される連携型地域（「渋谷周辺エリア」）の商業的特性

次に、「注目度上昇タイプ」で、かつ総店舗数･買回り型店舗数ともに増加傾向にあった 8

エリアに着目する。これらは「都市情報誌」で取り上げられることで、商業エリアとしての

広域集客力を高めた商業エリアといえる。これらは「登場の注目タイプの類型化」から「単

独型（type1･type3･type5･type6）：自由ヶ丘･吉祥寺･二子玉川･アメ横･下北沢」「連携型（type2･

type4）：代官山･青山･麻布十番」に大きく分けられる。また、〈最注目エリア〉の注目度の高

さは概ね商業規模に比例していたが、「連携型エリア」は商業規模のわりに注目度が高いこと

がわかった。 

商業規模が大きければ（＝総店舗数が多ければ）、注目度が高いというのは、ある程度自明

なことであろう。そこで、商業規模が比較的小さいにもかかわらず注目度を高めてきた〈最

注目エリア〉を取り上げ、より詳細に分析する。 

具体的には、連携型エリアが 2 エリア含まれ、かつ〈最注目エリア〉（28 エリア）が密に

立地している渋谷を含む〈周辺エリア〉（以下「渋谷周辺エリア」）を取り上げる。隣接する

周辺の商業エリアとどのように連携して注目度を高め合ってきたのかを明らかにするため、

それぞれの〈最注目エリア〉を空間的に、より詳細に区分した統計指標（町丁目別）を用い

て、商業特性がどのように変化しているのかを分析した。 
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図 2-22 エリア範囲（「渋谷周辺エリア」） 
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第２章 広域集客型エリアの全体像 

① 各町丁目別の総店舗数変化

渋谷･代官山･恵比寿･原宿･青山の 5 エリアの範囲に含まれる 41 町丁目のうち、総店舗数が

3 期連続で増加していたのは「神南 1」「桜丘」「恵比寿西 1」「恵比寿西 2」「猿楽町」「代官山

町」「南青山 4」「神宮前 3」「神宮前 6」の 9 町丁目、これに増加傾向の「渋谷 3」「神宮前 5」

「神宮前 6」「松濤 1」「中目黒 1」「上目黒 1」「北青山 2」「北青山 3」「南青山 3」「恵比寿 1」

「恵比寿南 1」「恵比寿南 3」「広尾 1」「中目黒 1」「東 1」を合わせると 24 町丁目であった。 

② 各町丁目別の買回り型店舗数変化

買回り型店舗数が 3 期連続で増加したのは 12 町丁目、増加傾向にあったのは 26 町丁目で

あった（図 2-23）。 

③ 業種構成比の変化

なお、総店舗数または買回り型店舗数のいずれかが連続で増加していたのは 14 町丁目であ

り、そのなかで、どのような業種が増加していたのかをみていく。24 業種中注 2-7）、半数以上

の町丁目で増加がみられたのは「男子服小売業（9町丁目）」「婦人･子供服小売業（11町丁目）」

「靴･履物小売業（7 町丁目）」「その他の織物･衣服･身の回り品小売業（12 町丁目）」「スポー

ツ用品･玩具･娯楽用品･楽器小売業（8町丁目）」「中古品小売業（12 町丁目）」「他に分類され

ない小売業（11 町丁目）」の 7 業種であった。これらの業種はいずれも、業種構成比による
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図 2-23 各町丁目の買回り型店舗数変化 
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第２章 広域集客型エリアの全体像 

④ 商業特性の変化と空間的変容との関連

次にこれら商業地区として成長（総店舗数または買回り型店舗数のいずれかが連続で増加）

している 14 町丁目の空間的分布をみると、代官山を中心に恵比寿･渋谷方面へ、また原宿を

中心に青山･渋谷方面へと向かって、増加傾向の町丁目が多くみられた。その一方で、渋谷駅

周辺･原宿駅周辺等では減少傾向にあった。つまり、買回り型店舗は、必ずしも駅周辺の立地

の良い場所ではなく、〈最注目エリア〉の隙間を埋めるように増加していたといえる。 

こうしたことから、5 エリア全体で、渋谷を中心に連携した大きな〈エリア群〉を形成し

つつあることが確認できた。そこで再び「都市情報誌」に着目してみると、この 5 エリアが

複数の商業エリアにわたって取り上げられた特集では、エリア間を結ぶルート上にある店舗

が掲載されることも多かった。さらに、2-2（2）② 4）でも触れている通り、原宿と青山に

関する特集で、その途中に位置する「表参道」が取り上げられるなど、新たな〈広域集客型

エリア〉も生まれている。
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図 2-26 服飾中心型の町丁目（「渋谷周辺エリア」） 
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第５章 専門店街の形成過程 

5－3． 西荻窪アンティーク街における詳細調査 

西荻窪アンティーク街は、山手線外に立地し、幹線道路にも接していないなど、他の専門

店街に比べて立地的な優位性が低く、さらにかつて同一業種の店舗集積がなかったにもかか

わらず、分布域と店舗数ともに拡大し、一貫して成長を続けている。その萌芽・成長過程を

明らかにするために、現地踏査とアンティーク店注 5-6）個店へのアンケート調査およびヒアリ

ングから得た情報をもとに考察する。アンケー卜調査（1999 年 11月実施）は、「アンティー

クマップ」に掲載されている 66 店舗を対象に行い、46 店舗（回収率：69.7％）から回答を

得た。 

先に、西荻窪アンティーク街の形状は「コロニー型」と述べたが、詳細にみると大きく 6

ブロックに分かれ（図 5-4）、これら全体で専門店街を形成している。  

図 5-4 西荻窪アンティーク街の店舗分布（ブロック別） 

AAブロックブロック

CCブロックブロック

DDブブロロッックク

EEブブロロッックク

FFブブロロッックク

800m800m

青梅街道青梅街道

東東
京京
女女
子子
大大

五日市街道五日市街道

井の頭通り井の頭通り

駅から駅から500m500m圏圏

至吉祥寺至吉祥寺 至新宿至新宿

BBブブロロッックク

000 500m500m500m

西荻窪駅西荻窪駅



 

 
 - 148 -

 

 



 

 
 - 149 -

 



 

 
 - 150 -

 

 



 

 
 - 151 -

 



 

 
 - 152 -

 



 

 
 - 153 -

 



- 154 -

第５章 専門店街の形成過程 

5－4． 西荻窪アンティーク街における空間的変化および成長要因 

（1） 本節のねらい

本節では、以下について考察を行う。 

⚫ 本章で取り上げた他の専門店街が、その形状において「地区拡がり型」「通りはりつき

型」という 2 タイプに分類できたのに対し、なぜ西荻窪アンティーク街だけが「コロニ

ー型」という特異な形状で発展してきたのか。

⚫ 西荻窪アンティーク街は、20年という短い期間に、当初の 4軒から約 70 軒もの店舗が

集積する専門店街へと成長したのか。

（2） 西荻窪アンティーク街における空間的変化

西荻窪アンティーク街の空間的な変化を経年的に把握するため、下記のマップを作製した

（図 5-5）。 

図 5-5 西荻窪アンティーク街における空間的変化 
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第６章 立川プロジェクト 

を意図して、各店舗に共通看板を設置するプロジェクトがスタートした（図 6-24左）注 6-17）。

また、同時期にシネマ通りの名称の由来にもなった映画館跡地注 6-18）に「立川シネマ発祥の地」

という記念碑が建てられた（図 6-24 右）。こうした、行政を経由した“逆輸入”ともいうべき

アプローチで、次第に他の商店会加盟店主からも理解を得られるようになっていった注 6-16）。

図 6-24 左：看板（2011/4）、右：「立川シネマ発祥の地」記念碑（2011/4） 

⑦ 店舗の増加（シネマ通り）

この取り組みをきっかけに、それまで店舗が減る一方だった商店街に、2009 年以降計 4軒

の新規出店があった（図 6-25）。うち 2 軒は、筆者が、長期間使われていなかった物件の所

有者に交渉してテナントを誘致したものである。またシネマスタジオ 1 のテナントについて

は、2015 年 4 月に、移転先を探していた地元飲食店へと引き継いだ注 6-19）。 

 

⑧ 大学との連携

首都大学東京（現東京都立大学）との連携注 6-20）によって、2010 年以降 3 年にわたって、

シネマ通りを含む立川駅周辺を対象としたスタジオ型授業を行った。2011 年 7 月 10 日には、

図 6-25 周辺への波及効果（店舗の増加） 

りり
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②②④については、貸す気がなかった④については、貸す気がなかった
所有者を説得して、新規店舗を誘致所有者を説得して、新規店舗を誘致

おでん居酒屋おでん居酒屋おでん居酒屋
（（（201020102010年）年）年）

美容室美容室美容室
（（（201320132013年）年）年）

そば居酒屋そば居酒屋そば居酒屋
（（（201220122012年）年）年）

カカカフェフェフェ
（（（201720172017年）年）年）

①①① ②②② ③③③ ④④④

シシネマ通ネマ通りの位りの位置置 シシネマスネマスタジオタジオ11・・22の位の位置およ置およびび22000099年以降にシネマ年以降にシネマ通りに通りに新規出新規出店した店店した店舗舗
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第７章 中央線高架下プロジェクト 

ジェクトに引き続き、リライトがコンセプトづくりから事業計画やテナントリーシング、そ

して建築設計まで幅広く関わることとなった。 

また事業収支についても、計画段階から具体的なテナントを想定してヒアリングを重ね、

そこから弾き出した賃料収入から逆算していった（図 7-12）。 

（2） 計画上の工夫注 7-20）

① リーシングおよび区画割について

施設は、コミュニティ店舗区画（5 区画、7 テナント）と、一般店舗区画（2 区画、2 テナ

ント）に大別される（図 7-13）。それぞれ異なる賃料設定とすることで全体の事業収支をコ

ントロールし、入居するナショナルチェーンストアはコンビニのみとした。

コミュニティ店舗区画については、テナントとして小規模事業者を想定していたため、周

表 7-2 建築概要 

所在地 東京都小金井市梶野町 5丁目 

事業主 株式会社 JR 中央ラインモール 

企画・リーシング リライト C

設計監理 リライト D

施工 菊池建設 

構造規模 鉄骨造 1階建て 

敷地面積 1,640 m2 

施設延床面積 520m2 

竣工 2014 年 11月 

用途 
広場、イベントスペース、カフェ、

飲食店、雑貨店、コンビニ、駐輪場  

図 7-13 平面図および立面図 7-4) 

珈琲や珈琲や
（飲食）（飲食）

ヒヒガコガコ
プレイスプレイス

シシェアェア
工房区画工房区画

ddoogdgdeeccoo
（物販）（物販）

ふじわらふじわら
（飲食）（飲食）

六甲山六甲山
（飲食）（飲食）

ロローソンーソン
（コ（コンビンビニ）ニ）

△△道道路路境境界界線線

▽▽隣地境隣地境界線界線

▽▽
道道
路路
境境
界界
線線

△△
道
路
境

道
路
境
界
線

界
線

ココミュニティ店舗区画ミュニティ店舗区画
（商業区画）（商業区画）

一般店舗区画一般店舗区画
（商業区画）（商業区画）

広場広場
（共用部（共用部））

路地状空路地状空地地
（共用部（共用部））

※※図中テ図中テナントナントは開業は開業時（時（20142014年年1111月月時点）時点）

図 7-12 構想段階から関わった、地元小規模事業者たち 

ヤヤマコヤ（シルクスクリーン版画作家）マコヤ（シルクスクリーン版画作家）

やまさきやまさき薫薫

デザインデザイン事務所事務所勤務を勤務を経経てて
、現在フ、現在フリーラリーランスでンスで紙紙媒媒
体のデザ体のデザイナーイナー・イラ・イラスストト
レレーターーター、シル、シルクスククスクリリーー
ンン版画作版画作家とし家として活動て活動。。

SaSaffujujii（革小物作家）（革小物作家）

沢藤勉沢藤勉

東京生ま東京生まれ。学れ。学生時代生時代よよりり
独学で革独学で革小物製小物製作をは作をはじじめめ
る。大学る。大学卒業後卒業後、都内、都内のの革革
工房に入工房に入社。社。20102010年年にに独立独立
し、自身し、自身のブラのブランド「ンド「sasafujifuji
」をスタ」をスタート。ート。住居兼住居兼工工房房
を東京都を東京都三鷹市三鷹市に構えに構えるる。。

CoCouupepe（革靴作家）（革靴作家）

中丸貴幸中丸貴幸／中丸／中丸美砂美砂

東京都小東京都小金井市金井市の工房の工房ににてて
、夫婦で、夫婦で靴作り靴作り。デザ。デザイインン
は二人では二人で、制作、制作はお互はお互いいのの
得意分野得意分野で分担で分担して、して、ひひとと
つの靴をつの靴をつくりつくりあげあげるる。。

池田功池田功

武蔵小金武蔵小金井駅徒井駅徒歩歩55分の分の場場
所でペッ所でペット用品ト用品セレクセレクトトシシ
ョップをョップを経営。経営。伊勢丹伊勢丹新新宿宿
店など百店など百貨店に貨店にも積極も積極的的にに
出店。地出店。地元の商元の商店主な店主などどとと
20092009年より「年より「はけのはけのおおいい
しい朝市しい朝市」を実」を実施。施。

新しい日常料理ふじわら（料理家）新しい日常料理ふじわら（料理家）

dogdogdedeccoo（ペット雑貨（ペット雑貨））

藤原奈緒藤原奈緒

小金井の小金井の野菜に野菜にほれ込ほれ込んんでで
20200404年年からから市市内のカ内のカフフェェ
でで調理・調理・ケータケータリングリングをを担担
当。当。20132013年よ年より「はり「はけけのの
おいしいおいしい朝市」朝市」で「おで「おいいしし
いびんづいびんづめ」をめ」を販売開販売開始始。。
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第７章 中央線高架下プロジェクト 

（3） 運営上の工夫

① 運営スキーム

コミュニティ店舗区画の一部（4区画、6テナント）については、リライトが事業主からマ

スターリースし、各テナントにサブリースするスキームとした（図 7-17）。当初検討された、

リライトへの業務委託によるコミュニティマネジメントではなく、同スキームを採用した理

由は、施設の持続可能性を高めるためにはテナントと同じ立場で施設運営に関わるほうがよ

いのではないかという判断によるものだった。 

図 7-17 施設運営体制（開業以降） 

✓✓施設保守施設保守管理（管理（BMBM））
✓✓各種問い各種問い合わせ合わせ対応対応
✓✓広場運営広場運営、備品、備品管理管理
✓✓各種情報各種情報発信発信
✓✓会議体運会議体運営営

JRJR東日本東日本
JRJR中央ラ中央ラインモインモールール

一般店舗区画一般店舗区画

⚫⚫珈琲や（珈琲や（飲食）飲食）
⚫⚫六甲山（六甲山（飲食）飲食）
⚫⚫ローソンローソン（コン（コンビニ）ビニ）

定期賃貸定期賃貸借借
契約契約

運営管理運営管理

広場広場

33区画区画

ココミュニティ店舗区画ミュニティ店舗区画

リリライトライトCC
✓✓物件管理物件管理（（PPMM))
✓✓水道光熱水道光熱費管理費管理（電気（電気／水道／水道／ガス／ガス））
✓✓賃料収用賃料収用

定期賃貸定期賃貸借契約借契約
（マ（マスタスターリーーリース）ス）

直営直営

⚫⚫dodoggddeecoco （ペ（ペット雑ット雑貨）貨）
⚫⚫ふじわらふじわら（飲食（飲食））

ヒヒガコガコ
プレイスプレイス

定期賃貸定期賃貸借契約借契約
（サ（サブリブリース）ース）

⚫⚫ヤマコヤヤマコヤ（雑貨（雑貨））
⚫⚫SSaaffuujjii（革雑貨）（革雑貨）
⚫⚫CCoouuppee（（革靴）革靴）

定期賃貸定期賃貸借契約借契約
（サ（サブリブリース）ース）

シシェア工ェア工房区画房区画
（（4040平米平米））

22区画区画11区画区画

図 7-16 断面パース（図 7-13 A-A’断面） 7-4) 

白と黒の白と黒の扉が向扉が向かい合かい合う、人う、人の動きの動きを予感を予感ささ
せる路地せる路地状空地状空地。屋根。屋根の架かの架かった半った半外部空外部空間間
は、地域は、地域住民の住民の動線や動線や、店舗、店舗の延長の延長としてとして活活
用される用される「地域「地域に開かに開かれたモれたモール空ール空間」間」。。

高架の高架のPCPC目地目地に呼応に呼応した目した目地割り地割り

扉：扉：
stst--□□--5050××5050××33..22mmmm
stst--PLPL--33..22mmmm
防錆塗装防錆塗装++SSOOPP

ココンテナンテナファサファサード：ード：
オオートフートフレキレキ tt55  目目透かし透かし貼り貼り

建物建物のの高高さを抑さを抑えるこえることで、とで、高架と高架との間にの間に断断
面的な余面的な余白を設白を設ける。ける。歩道か歩道から反対ら反対側の空側の空がが
見え、低見え、低密度な密度な郊外の郊外の風景に風景に馴染む馴染む。。

屋根：屋根：
ココルゲールゲーションションパネルパネル sstt11..88
【【外部側外部側】】アクアクリル樹リル樹脂塗装脂塗装
【【内部側内部側】】結露結露防止塗防止塗料料

壁：ラワ壁：ラワン合板ン合板++OOSS

床：床：
杉足場板杉足場板 tt3355
下地合板下地合板 tt1122((コンテナコンテナ工事工事))
鉄骨根太鉄骨根太：□：□--6060××6060××33..22@@440077((ココンテナンテナ工事工事) ) 

AA--AA’’断面パース断面パース床床((路地状空地路地状空地))：：
土間コン土間コンクリークリートト tt7700
防塵塗装防塵塗装
砕石砕石 tt110000

建具の軌建具の軌道状に道状に切りか切りかかか
れた部分れた部分は、大は、大きな扉きな扉をを
背に、日背に、日常時は常時はもとよもとより、り、
イイベントベント時など時などに出店に出店空空
間として間として利用可利用可能。能。

床床((遊歩道遊歩道))：：
カカラーアラーアスファスファルトルト tt5500
砕石砕石 tt110000

遊歩道遊歩道 路地状空路地状空地地 飲食店飲食店

フフレームレームファサファサード：ード：
stst--FBFB--5050××110000  防錆塗防錆塗装装++SSOOPP

ココ
ン
テ
ナ

ン
テ
ナ
外
形
寸

外
形
寸
法法

22
88
88

55

▽▽11FLFL==GLGL++660000

▽▽コンテコンテナ下端ナ下端
==GLGL++441155

▽▽設計設計GLGL

▽▽最高高最高高さ＝コさ＝コンテナンテナ上端上端==GLGL++33331199
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